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平成 30 年度第 2 回 大阪市イノベーション促進評議会 議事録 

日時：平成３１年３月１８日 

開会 午後２時００分 

 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  では、委員の皆様よろしくお願いいたします。定刻に

なりましたので、平成３０年度第２回大阪市イノベーション促進評議会を開催いたします。 

 本日の評議会は、ユーチューブにより同時配信をいたしております。 

 本日は１５時３０分までの予定です。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇東委員  よろしくお願いします。 

〇竹村委員  よろしくお願いします。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  本日の議題でございますが、１番目に平成３０年度の

大阪イノベーションハブの活動状況について。 

 それから２番目に、大阪イノベーションハブ（ＯＩＨ）を拠点としたグローバルイノベー

ション創出支援の基本方針の策定について。 

 それから３つ目に、今後の取り組みについてでございます。 

 本日の評議会の主な目的につきましては、大阪市グローバルイノベーション創出支援事業

の活動状況について、委員の皆様に評価をしていただくということになっております。 

 まず、最初に資料３及び資料４で今年度の活動実績と、私どもの自己評価を報告させてい

ただきます。 

 その後、委員の皆様から意見を頂戴いたしまして、評議会としての評価案をまとめていた

だきたいと思っております。 

 本日、お示ししています活動の実績につきましては、２月末現在のものになります。後日

３月末の確定した数値。それから、また本日、皆様からいただきました評価案及びコメント

を記入したものを、後日送付させていただきますので、御確認の上、疑義、それから追加の

御意見等ございましたら、お願いできればと思います。 

 その後、事務局で改めて取りまとめをいたしまして、最終案を正城委員長にお目通しいた

だく予定になっております。 

 それから資料５になりますが、前回の委員の皆様からの意見も踏まえまして、案について

御説明をさせていただきますので、それに対する意見も合わせて頂戴したいと思います。 

 では、正城委員長に進行のほうをお願いいたします。 
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○正城委員長  はい、どうもありがとうございます。正城です。本日もどうぞよろしくお

願いいたします。 

 先ほど、事務局から御説明いただいたように、今日、大きくは二つございます。今年度の

活動状況についてということで、資料４の１にまとめた表がございますけども、そこに対す

る委員会の評価の粗々の案というのを作成すると。 

 これは、先ほどお話があったように、２月末の時点での評価ですので、３月末締めた後に

もう一度メール等で議論いただきますけども、この評議会評価の欄を、概ね埋めていくとい

うところが一つでございます。 

 二つ目は、このＯＩＨの基本方針というのが、ちょうど３年間の３年目を迎えております

ので、来年度以降の基本方針について合議をいただくと。前半が１時間弱で、後半は３０分

強、お時間をいただきたいと思います。 

○大阪市経済戦略局（木島係長）  田中委員が着席されましたので繋がせていただきます。 

〇正城委員長  はい。田中委員もよろしくお願いいたします。 

○田中委員（ＰＣ）  よろしくお願いします。 

○正城委員長  ちょうど今から議題１を始めるところです。 

 では、先ほど事務局から御説明がありましたように、大阪市が取り組んできたこの大阪イ

ノベーションハブ（ＯＩＨ）の中のグローバルイノベーション創出支援事業の今年度の活動

全般について説明をいただきます。 

 その後、皆様から御意見・感想・評価等々をいただきたいと思います。では、たくさんの

内容になってるかと思いますけども、よろしくお願いいたします。 

 では、一つ目の大阪イノベーションハブ（ＯＩＨ）の今年度の活動状況について、事務局

より御説明お願いします。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  はい。大阪市のイノベーション担当課長代理の田

原でございます。 

 本日、第２回目ということなんですけども、前回がちょうど去年の１２月１４日で、ほぼ

３カ月ということなので、今回は、まず資料１、この１枚目の体系です。それから資料２、

この現行の基本方針。こちらをさっとおさらいさせていただきまして、その次に今年度の主

な取り組み。この資料３のパワーポイント。前回は４月から９月の上半期でしたが、今回は

下半期を中心に、全体を対象としております。 

 それから最後は、Ａ３の資料で、こちらも今回は４月から、この２月末までの１１カ月で
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一旦、集計したもの。そして、そのＡ３の下の段が、それらに対する自己評価と来期の方針

です。こちらについて順番に説明させていただきます。 

 それでは、まず資料１をごらんください。こちら我々は、大阪市のグローバルイノベーシ

ョン創出支援事業の体系でございまして、右下にございます黄色い部分です。こちら行政と

しての目的を書いておりまして、その達成のために、この事業①、②、③と、大きく３つ取

り組んでございます。 

 まず、事業①グローバルイノベーション創出支援事業ですけれども、これが正にこのＯＩ

Ｈでやっております年間２００数十回のイベントをベースにしまして、それぞれのこのフェ

ーズです。人材集積、育成、結合プロジェクト創出、支援者等との出会いと。こういったも

のに対応をしております。 

 特に見ていただきたいのが、人材結合プロジェクト創出のところの右側です。四角あるう

ちの下のほう、ネットワーク構築、プロジェクトを生み出すチームの組成、連携先コーディ

ネート業務と。これらはイベントプラスアルファの部分でして、チーム作り、つなぐ取り組

み、こういったソフト支援というのも、こちらでやっております。 

 それから右上の方を見ていただきまして、イノベーション創出支援補助金です。こちらは、

後に主な取り組みのところでも少し触れますが、大阪市直営の補助金でございます。 

 それからその下です。大阪・関西の人材、ベンチャー、大学、大企業、ＶＣ等と。これは

今後、大阪・関西セットで使うことが少し多いんですけれども、これは、ここ一、二年で急

速に活発になってきました動きでありまして、近隣の都市とか府県が一緒になって、オール

関西の取り組みでございます。ベンチャーサポートという形で銘打っております。 

 それから、その下です。事業②、こちらがアクセラレーションプログラム。ちょうど３年

たちまして、６期終了するところでございます。こちらも後ほど、触れさせていただきます。 

 それから左下ごらんください。事業③、国際イノベーション会議「Ｈａｃｋ Ｏｓａｋ

ａ」こちらは、正に先週の水曜日３月１３日に開催いたしました。こちらも、後ほど説明さ

せていただきます。 

 続きまして資料２のほうをごらんください。この基本方針（改定版）とありますけれども、

こちら６年前に初め策定いたしまして、３年前に見直しました。それが３年経過したという

ことで、この度また改定するというものでございます。資料も含みます全体版は、参考資料

２として、少し分厚いやつ。ホッチキス止めにしたものを後ろにつけてございます。こちら

は、ちょっとポイントだけ説明させていただきます。文字が並んではおりますが、趣旨とし
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ましては、うめきたを拠点にイノベーションエコシステムを構築しますと。 

 それから大阪を世界とつながる中継都市にしますと。世界で戦うには大阪・関西の強みを

結集させて発信していく必要がありますと、そういう趣旨で書かせていただいております。 

 次のページをご覧ください。四角丸で色々とこういうことをします。こういうことをしま

すっていうのを書いておるんですけども、基本方針この３年間で目標としておることです。

こちらが２ページの下半分です。５番「基本方針の目標」というところに書いております。

ＯＩＨの活動に新たに参画またはＳＮＳ等でつながる人数１５万人と。これ３年間ですね。 

 それから今年度は、ピッチイベントの回数が５０回。それから３番目としてグローバル展

開を見込まれるプロジェクトの創出・推進支援が３年間で１５０件。 

 またベンチャー企業等が投資を受けた額、３年間で２５億円。こういったものを目標に掲

げてやっております。こちらの達成状況は、また後ほど説明させていただきます。 

 それからその横の基本方針の視点です。主な視点は、この太字の３つのとおりでございま

す。 

 簡単ではございますけれども、次の資料３、今年度の主な取り組みの方に移らせていただ

きます。今回１年間が対象なんですけども、主に下半期の目玉事業、それから年間通して取

り組んでいること。そして近年新しい動きです。この３つの観点で御説明いたします。 

 開いていただきますと、まず、国際イノベーション会議というのが書かれております。こ

ちらは、先週終わったんですけれども、今回国際イノベーション会議として７回目になるん

ですけども、意識しましたのは「オール関西で取り組む」ということ。 

 それから登壇者とオーディエンスの交流。相互交流ですね。これの機会を増やすというこ

と。それから単なる１日ものの会議ではなく、そこをビジネス創出のきっかけの場にすると、

そういった仕掛けでございます。 

 特に、メインホールで国際会議のコンテンツが、ずっと５時間ぐらいにわたってあるんで

すけども、少し力を入れましたのが、このサブ会場ですね。概要と書いてるところの３つ下

の行にサブ会場とありますが、同時進行でやってますサブ会場、こちらを充実させておりま

す。 

 書いてありますように、展示ですね、ショーケースのほかに関西の学生ピッチとか、あと

はアメリカで開催されるＭｏｎｏｚｕｋｕｒｉ Ｈａｒｄｗａｒｅ Ｃｕｐの日本予選。そ

れからベンチャーキャピタル等と起業家等の面談の場。それから新しい取り組みなんですが、

登壇を、スピーチを終えたスピーカーと来場者との直接の対話の場。こういうのを設置して
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おります。 

 その下です。参加・実施状況なんですが、今回は、参加者が７５７人と、過去最高を記録

いたしました。外国人の方にも１０８名参加いただいております。それから国際会議以外に、

少し力を入れたものがございます。これは商談会２件、２件というか２種類の商談会を同時

進行で開催いたしました。 

 まず、一つはピッチコンテストに登壇した海外のスタートアップ８社を含む、合計１４社

と日本の大企業との商談会というのを、翌日に開催しました。こちらは６５件の商談をいた

しました。 

 それから、その下のＲＢＣ Ｉｎ Ｏｓａｋａ商談会、及び神戸・京都ツアーと書いてお

るんですけども、こちらは経済産業省とＪＥＴＲＯのプログラムを活用いたしまして、海外

のアクセラレーターと投資家を、合計５社招聘いたしました。 

 それから当然スピーカーとしても一部登壇していただいたんですけども、こちらも翌日に

日本のスタートアップとの商談会を開催しました。それからこのＨａｃｋ Ｏｓａｋａの前

と後ろに、京都・神戸ツアーというのも開催しまして、大阪が関西のハブであると。大阪に

アクセスしたら神戸・京都にも容易にアクセスできる。そういうふうな地の利も含めて、大

阪の魅力を発信するということで活用をしております。こちらの商談会も合計３９件の商談

を実施いたしました。 

 次、５ページごらんください。このグローバル展開にむけた取り組みです。これの一つ代

表例として、Ｇｅｔ Ｉｎ ｔｈｅ Ｒｉｎｇっていうのを挙げております。こちらは、オ

ランダ発祥の国際ピッチバトルでして、今回ＯＩＨで開催するのが３回目。ライト級とミド

ル級の２階級を実施しましたけれども、今回は、どちらも日本人が優勝をしまして、６月に

ドイツのベルリンで開催される本戦に進んでおります。 

 その下が、オープンイノベーションの取り組みです。こちら４つ上の段、事例を載せてお

ります。我々イノベーションエクスチェンジと呼んでおります大企業とベンチャーのマッチ

ングなんですけども、主に大企業側が課題等を発表するところから始まる。いわゆるリバー

スピッチとも呼ばれるものなんですけども、下半期は、非常にこの大企業の参画がＯＩＨは

増えております。このスタイルなんですけども、まず、オープンの場で大企業から課題等の

発表、提案があって、その後少し期間を置いてスタートアップの側から、それに対する解決

策とかビジネスの提案があって、その後クローズの商談に進んでいって、こちらＯＩＨはフ

ォローアップを続けていくと、そういう仕組みでこの１０月から２月にかけても４件実施し
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ております。 

 それからその下です。こちらもベンチャー型事業承継のイベント。これはピッチとかアイ

デアソンのスタイルで実施しております。 

 次まいりまして、去年の１１月なんですけども、大阪イノベーションハブの開設５周年の

記念フォーラム。Ｏｓａｋａ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｘというのを開催しておりまして、

２４０名の方に御参加いただきました。こちらは入りませんので、下のナレッジシアターで

実施したわけなんですけども、こちらはこの５年間の軌跡を振り返りまして、あとこの２年

間の間にできました大阪市内の民間のイノベーション創出拠点１０カ所です。こちらも大阪

の助成金を出しておるんですけども、この１０カ所の拠点の方々にも登壇をしていただいて、

ビジョンを共有いたしました。 

 それからその下が、ＰＲツールというのが、こちらもこの下半期の間に情報発信の一環と

して、こういったものをやっております。例えば、日本語、英語のパンフレットを整備した

ほか、ＯＩＨの入り口のところにございます棚、ディスプレーです。こちらも新たに設置し

ております。それから、そのページの下のほうです。シードアクセラレーションプログラム、

我々略してＯＳＡＰと呼んでるものなんですけども、こちらもこの３月で、ちょうどこの６

期目が終わるところ。ちょうど実は、今日この６期生のデモデイというのが、夕方の５時か

ら開催予定になっておりますが、こちらもメンタリング等を通じまして、主に投資と大企業

との事業連携を目指しております。ここにも書いておりますように、６期で総額４２億円を

超える資金調達に成功をしたほか、大企業とも合計４７件の提携という実績があがっており

ます。 

 次のページいきまして、産学官連携の取り組み、御説明いたします。産学官連携もＯＩＨ

で、様々なイベント等を通じてサポートさせていただいておるんですけども、一つ今年度や

りましたのが、このテックミーティングと呼ばれるものです。これは大学の持つ研究技術シ

ーズを基に、新たな事業を創出できるようなきっかけを提供いたしましょうという目的で、

今回今年４回実施しております。実施状況こちらです。大阪大学さんとＪＳＰさん。この研

究開発型ベンチャーのと書かれてる３つ目のもの、こちらはＮＥＤＯさん、ＪＳＴさん、そ

れから近畿総合通信局さんとの共催。それから最後は大阪市立大学さん。これら目的とか提

供をするメニューは、少しずつ違うんですけれども、対象としては技術ベンチャーのほか、

中小企業とか大企業の新規事業担当者。それから技術系の商社など、幅広い方々の参加をい

ただいております。 
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 それから下の段にいきまして補助金です。こちらも、もうＯＩＨの開設前から続けている

補助金になりまして、これまでは、ずっと市内に事業所のある企業等とコラボする全国の大

学に対する補助ということでやってまいりましたが、来期からは、これに加えて市外の企業

等とコラボする市内の大学にもその対象を拡大して参りたいという風に考えております。 

 それでは、最後のページご覧ください。ＯＩＨでは、その主にスタートアップの皆様にピ

ッチの登壇とか、ピッチに向けたトレーニング。あとは、その人材とかパートナーへの繋ぎ

とか、イベントのフォローアップ様々なサービスを提供しておるんですけども、こちらが今

年サポートしたプロジェクトの事例を挙げさせていただいております。一つは、盲ろう者の

コミュニケーションを拡大するデバイスです。こちらもＯＩＨでは、イベントに向けたメン

タリングとか、あとはＨａｃｋ Ｏｓａｋａでのブース出店、こういう風なサポートをさせ

ていただきました。下の段のこのＳａｇｒｉです。こちらは農業を最適化するアプリケーシ

ョンを開発される企業なんですけども、こちらもＧｅｔ Ｉｎ ｔｈｅ Ｒｉｎｇで優勝を

されたんですけれども、英語でのピッチトレーニングとか、その後世界大会に向けたサポー

ト等という形で支援をさせていただいております。 

 最後です。ＯＩＨで活動をするコミュニティーとありますが、ＯＩＨイベントを通じてコ

ミュニティー形成っていうのも進めておりまして、直近ではこの「若手サミット」っていう

のが一つありました。こちらは、名古屋を中心とした東海地方の発祥なんですけども、正に

今月です。実は一昨日だったんですけども、トライアルで大阪でもイベント実施を始められ

ました。 

 以上、主な取り組みの説明となります。続きまして、Ａ３のほう、ちょっと縦長になって

る分です。こちらをご覧ください。上と下に分かれてまして、ちょっと便宜上、上が資料４

－１、下が資料４－２の評価ということにしておりますが、前回は９月末まで、今回は、途

中ですので２月末までということにしてまして、一番上のところに４つこの矢印でつながれ

たところ情報発信、コミュニティー形成・連結、プロジェクト創出、そしてプロジェクトの

ショーケースの流れで取り組み・分類しております。 

 あと左端の部分も見ていただきますと、大きくアウトプット（事業例）とアウトカム（成

果）と。それぞれに対して上の段が目標、下の段が実績と、そういうふうな構成で書いてお

ります。ものすごいこれ文字も数字も多くなっておりますので、ちょっと黄色で塗らせてい

ただいたところを中心に解説させていただきます。 

 まず、一番左端の情報発信なんですけども、情報発信の合計です。総件数は目標７００件
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に対して８１６件と。こちらは目標を達成しておりますし、あとはアクセラレーションプロ

グラムのほうでも相当数の発信ができております。あとアウトカムのところでも、出展です。

こちらもＴｅｃｈ Ｉｎ Ａｓｉａ、未来２０１９東京・大阪と、それぞれで３回という成

果をあげております。ただ、少し英語での発信、こちらが思ったほど進まなかったという課

題はございます。 

 それから左から２番目のコミュニティー形成・連結の部分ですけれども、まずイベントの

回数は、これご覧いただくと目標の７２回に対して１８９回。それからテックミーティング

が４回ということで、２倍以上の実績となっております。あとＯＩＨを活用くださる会員で

す。我々プレーヤーとパートナーに分類しておりますけども、こちらの会員数もこの度、１

０００者を突破いたしました。あと、来場者数、イベント参加者数につきましては、３月分

が未集計ではありますが、昨年並みか、こちらは少し昨年を数字では下回るかもしれません。 

 それからその右の段に進んでいただきまして、プロジェクト創出です。こちらはピッチイ

ベントです。３月も複数回既にやってるものから、あと最後の最後まで予定されてるものが

ございますので、こちらは５０回を上回る見込みです。大体これで週１回は、ＯＩＨでピッ

チが行われているという計算になっております。 

 あとプロジェクトの創出・推進支援も何とか５０件達成しております。あと、このプロジ

ェクトが獲得した資金です。こちらも今年度が大きく伸びまして、目標を上回っております。 

 それから一番右側のプロジェクトのショーケース、こちらは主に国際イノベーション会議

Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａのことを書いておるんですけれども、先ほども少し触れましたが、参

加者数は７５７人で過去最高ですと。外国人の比率も１４％に達しております。 

 以上になります。それぞれこのＡ３の下の方の資料４－２です。こちらにこの４つごとに

自己評価と我々の事務局としてのコメント、こちらを書いております。これもまた簡単に御

紹介いたします。 

 まず、一番左の情報発信なんですけども、数字的なものでは上回りました。目標を達成し

ましたし、あと出展も増えました。それから下の方に書いておりますが、Ｆｏｒｂｅｓ Ｊ

ａｐａｎにも注目すべきイノベーションハブ５選、日本国内のイノベーションハブ５選とし

て掲載されるなど、実績もあったんですけども、イベントレポートの部分と、あと英語での

発信です。こちらに少し課題が残っておりますので、アウトプットがＢ、アウトカムがＡと

いうふうにしております。それから来年度の方針もこちらに書かしていただいておりますが、

特に下の方、下線引いている部分、大阪市の経済戦略局内でも、幾つかそのイノベーション
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の関連施策というものがございますので、こういったところと連携して「イノベーション都

市・大阪」のイメージ作りにも取り組んでいきたいと思っております。 

 それから左から２番目、コミュニティー形成・連結なんですけども、こちらもイベント数

とか参加者、これも目標を大きく上回っております。特にコミュニティーは一気に拡大した

かなと思っておりまして、国内外の事例をこのコメントの下半分に載せております。これは

本当に１回イベントを開いてもらいましたというだけでなくて、その後のフォローアップも

かなりの割合で進んでおりまして、それぞれ連携プロジェクトの創出に向けて動いていると

ころでございます。 

 この前の評議会でも御指摘いただきました。ダイバーシティ、イノベーションの源泉のダ

イバーシティです。こういったことを意識した取り組みを進めております。そういったこと

もありまして、アウトプットの方はＳで、アウトカムはＡというふうに自己評価を書いてお

ります。 

 それから右に進みましてプロジェクト創出のところなんですけども、イベント数は目標を

上回っておりますし、あとプロジェクトの推進、それから資金調達のこちらも順調です。そ

れに加えて大企業とか、大学等との連携こちらも順調に進んでおりますので、どちらもＡと

させていただいております。 

 最後に右端のプロジェクトのショーケースです。こちらは国際会議なんですけども、１日

のイベントではなくて、その先週を丸ごと使って商談会をしたり、大阪のプロモーションあ

るいは京都・神戸にも行ってもらったりして、取り組みの幅を広げてまいりました。特に、

オーディエンスのかたはもちろんなんですけども、登壇者とか招聘者の満足度も上げていき

たいということで、少し手厚く実施しております。いろんな場面で、大阪とか関西のプレー

ヤーとの交流も増やしましたし、あと露出も図ってまいりました。そういったこともあって

アウトプットの方は自己評価Ｓをつけさせていただいております。 

 こちらもダイバーシティを、当然高めたいということで来年度は、ダイバーシティを高め

ていきたいし、あとハックアワードの質も高めていきたいんですけども、やっぱり前回御指

摘も少しいただいたとおり、やっぱり大阪でやるショーケースっていうことなので、大阪の

ストーリーです。その大阪のローカルの方の興味をひいて、もっと参画できるような仕掛け、

こういうのを作っていきたいというふうに考えております。 

 こちらＡ３に基づいての御説明は以上となります。私からの説明は以上になります。よろ

しくお願いいたします。 
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〇正城委員長  はい、ありがとうございました。ただいま１年間の取り組みの特に下期に

重点をおいて説明いただいて、自己評価のところもアウトプットとアウトカムに分けてある

っていうことでお話いただきました。それでは、今から４０分ちょっとお時間を経て議論し

たいと思いますが、最終的にはこの自己評価の妥当性を踏まえて評議会としての評価案を作

るんですが、どこの部分でも結構ですので質問とか御意見のところからディスカッションを

始めていきたいと思います。いかがでしょうか。 

〇竹村委員  じゃあ、１点質問なんですけれども、Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａもすごく良くて、

すばらしいなと思った。特に外国の方は 14.3％ということで、すごいなと思ったんですが、

国内の参加者の方のざっくりした参加者プロフィールっていうのは、どんな感じに。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  詳細が、まだちょっと細かい属性といいますか、

地域別みたいなのは出せてないんですけども、さすがにほとんどが関西、大阪を中心とした

関西になりまして、大体その大企業、あと中堅・中小企業、あとベンチャー、学生、その他。

その他の中には、その投資家の方とか政府系機関の方とかです。大体、今申し上げたのが、

４分の１ずつぐらいになってるかなという印象です。 

〇竹村委員  なるほどです。ちょうど３年前ぐらいにお邪魔したときが、割と若手な方が

まだ少ない印象だったんですが、そこはかなり増えてきている。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  そうですね、今年は実はＨａｃｋ Ｏｓａｋａが

始まる前に午前中に、この関西学生ピッチコンテストをやりまして。 

〇竹村委員  ああ、なるほどなるほど、はいはい。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  そこで受賞した人とか、そこ見に来てくれてる人

が。 

〇竹村委員  あっ、そのまま、いいですね。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  そのままＨａｃｋ Ｏｓａｋａに流れていくよう

に、ちょっと誘導をしまして、そういうのもあって少し学生には見てもらえたかなという印

象ですね。 

〇竹村委員  なるほど、なるほどありがとうございます。 

〇正城委員長  はい、その他はいかがでしょう。田中委員、事務局の説明聞こえてました

ですかね。 

〇田中委員  はい、鮮明に聞こえました。 

〇正城委員長  そうです、はい。いかがでしょうかね。 
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〇田中委員  まあ評価辛めのところもあれば、甘めのところもあるのかなとは感じたんで

すけれども、コミュニティーの形成でＳというのは、私もそうかなという感想を持っていま

す。あと、せっかくコミュニティーができたんですけれども、広報がＢになってるように、

もう少し大阪市の取り組みというものが内外で、しっかりと知られていけばいいんだろうな

というふうに感じてます。やっぱり福岡であるとか、国内で別の都市に関しては、かなりス

タートアップですごいみたいなプロモーションを充実させてますけれども、内実をみると大

阪のほうが凄いんじゃないかなというふうには感じてます。 

〇竹村委員  うんうん、確かに確かに。 

〇田中委員  実体として、せっかくできたなら情報発信をもっとしっかりやっていくとい

うのは、これからの課題としてもいいのかなというふうに感じています。以上です。 

〇正城委員長  はい、ありがとうございます。これは事務局いかがでしょうか。メディア

の露出というのが少ないんでしょうか。少ないというか多くないというか。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  情報発信のところの来年度の方針の一番下のところに

も書いてるんですけれども、今、田中委員から大阪市の広報に情報発信の入れ方ということ

であったんですけど、私どもいろんな施策をやってるんですけれども、やっぱりそれがバラ

バラで、ちょっとかなり出ていってるところがありまして、やっぱり今福岡というお話もあ

りましたけれども、福岡の取り組みなんか見てたら、やっぱり上手くまとまって出てるんで

すよね。そういうところは、いろいろと勉強させてもらったりもしておりまして、それでこ

この情報発信の一番下に書いてありますように、そういうふうな関連の施策をいかに上手く

まとめて、プロモーションをやっていくかというようなことで、いろいろ他の進んでる広報

をやってる。進んでる情報発信してるところのいろいろ例なんかも参考にしまして、この辺

はできるだけアピールしたり、そういうプロモーション効果があるようにやっていきたいと

思っておりますので、そういった点でもまた今後とも御指摘、委員の皆さんからいただけた

らと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇正城委員長  あの、関連する資料３の７ページでＰＲツールっていうのが充実となって

いるのがありましたけど、これは最近作られたんだったと思うんですが、これを作成されて

以降の、特にメディア側への対応みたいなのはいかがなんでしょう。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  今のところは、まだ具体な反応っていうのはないんで

すけれど、この写真に載ってます方なんかでしたら、大学のシーズを基に起業をされた方と

か、それから第２創業で起業をされてる方とかもいらっしゃいまして、それでやっぱり世の
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中でＯＩＨっていうのはスタートアップだけに、これちょっと限ってるような、本当にそう

いうようなごく一部の若手のこういうふうな、これから起業を目指そうという方に限られて

るような印象をお持ちの方もいらっしゃるんですけれども、そうじゃなくてもっと大学のシ

ーズとかも使えるように、それがＯＩＨでもいろいろサポートしてる。第２創業のかたなん

かでもＯＩＨで、もっといろんなサポートをしてるっていうようなことで、そういうことも

分かるように発信してるんですっていうことは、最近ちょっといろいろプロモーションなん

かでも言うようにしてまして、そういうことがきっかけになりまして、少しでも効果が出ま

して更にそれでエコシステムの充実というようなことに繋がっていったり、ＯＩＨはこんな

利用の仕方もあるんだっていうようなことが広まっていったらと思っておりますので、この

辺もこれからこの起業家ライブラリーなんかも増やしていきたいと思っておりますので、そ

れでそういったプロモーション、情報発信も充実させていきたいというふうに思っておりま

す。 

〇正城委員長  はい。 

〇竹村委員  情報発信で、ちょっと追加で質問プラスコメントなんですが、今目標として

ある内訳が、どちらかというとテキストコンテンツプラス写真っていうような印象を受ける

んですが、動画に関しては、例えば、Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａとかビデオライブラリーが作ら

れたりとかすると思うんですが、これだけイベントの数があるのであれば、例えば、分から

ないんですけどその関西の若手の起業家さんの何か動画のライブラリーに、英語の字幕をつ

けてあげたら海外の人も見れるようになるとか、何かせっかくその集積っていうことを仰っ

ているので、やっぱり海外からの発信のインバウンドを増やしていくには、テキストだと非

常に魅力を伝えづらいと思うので、ちょっとその動画戦略みたいなところも今後考えていか

れると、福岡をちょっとマークするような。福岡が良い悪いというか、すごく参考例として

すばらしいと思うんですけど、多分テキストと写真だけだと、これからの時代だと、特に海

外から引き合いを増やしていくのは難しいかなっていうふうに思うので。 

〇東 委員  やっぱりニューヨークとか、トロントもきれいな動画を作ってらっしゃって、

大体１分足らずぐらいの。 

〇竹村委員  大体、結構かっこよく作ってるんですよね。そこがポイントだと。 

〇東 委員  動画もおしゃれですね。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  ちょっとその辺は、これからの我々のマンパワーとか、

お金の問題とかもいろいろトータルで、また見ていきまして、今、竹村委員からいただきま
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した御指摘なんかも踏まえて、より効果的な情報発信やっていきたいと思っておりますので。 

〇竹村委員  そうですね、目標設定のところで、ちょっとそういったところも御検討をい

ただいて、何かテンプレート化とかしちゃうことで、そんなにコストを上げずにある動画を、

ちょっと編集してかっこよくシリーズ的に見せていくとかっていうのはできると思うんです

よ。なので、何かその辺は工夫していただければと。 

〇東 委員  関西でも結構、そういう若手の長けた者にクリエイターにやってもらったら

どうなんですかね。 

〇竹村委員  そうですね、そうです、いいアイデア。 

〇東 委員  そうすると、コミュニティー化してるでしょうから。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  ええ、そうですね。はい、ありがとうございます。 

〇正城委員長  ありがとうございます。そのほかの点いかがでしょう。東委員何かありま

せんか。 

〇東 委員  そうですね、これずっと続けてこられてるんで、大体もう型というのはでき

てきてるんで、多分次の話だと思うんですけど。だから、これは引き続きやられていくとは

思うんですけど、今後多分、先ほどのプロモーションもバラバラになってるとか、今後プロ

ジェクト創出とかをしていくんであれば、多分、恐らくこれだけでかい行政単位なんで、ほ

かの行政区、行政部局の巻き込みがどれだけ上手くいくかが多分、その都市の競争力に全て

繋がってくると。さっき福岡も完全に行政一つのミッションでまとめって、全ての政策はそ

のビジョンで落としていってますけど、大阪ほど馬鹿でかくなると、ちょっとやっぱりまあ

幅広いので、府もありますしね。それをうまいこと市ともにまとめていこうっていう動きが

あるので、そこはうまくいけば東京より早くできるかもしれない。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  確かに委員御指摘のとおり、そのかなり巨大な行政組

織ですので、うちの局内だけでも部長が先ほど申しましたような幾つかの施策があったりす

るんですけども、他の行政局っていうことでいうと、やはりここでやってるような取り組み

であるとか、スタートアップの力を、例えば社会課題の解決に。 

〇東 委員  そら、そうなんですよね。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  どうつなげていくかっていう視点も。 

〇竹村委員  はいはい。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  やっぱり大事なのかなと思っておりますので。 

〇東 委員  そうしたほうが、よっぽどプロジェクト出てくるので。 
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○大阪市経済戦略局（柳内課長）  はい、その辺りは気にはしているんですけれど。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  ええ、コミュニティー形成のところの来年度の方針の

とこに赤くマーカーを塗ってますところが、今、正に課長が申しましたようなことでして、

やっぱりここ大阪イノベーションハブっていうのは、行政がやっぱり運営してますので、や

っぱり行政いろんな各部署、いろんな課題っていうのがありますので、こういうふうなイノ

ベーションとかの力で、そういうふうな課題解決っていうのが何かできないかっていうよう

なことも、重要なテーマだと我々は考えてまして、そのためにもちょっとそういうふうな課

題は各局ありますので、各部署で連携できるようなところは、ここを使ってもらってそうい

う課題の解決に何かここの会員の力を使って何か、そういうふうなものにつながらないか、

そういうことも考えていきたい。それでまた新たなコミュニティーを作ってやっていければ

というふうに思ってますので、そういうことにもトライしていきたいと思います。 

〇竹村委員  今の東委員のお話でちょっと思ったんですけれども、何かこうせっかくここ

までコミュニティーを作られていて、大学のシーズみたいなものの事業化っていうお話があ

るのであれば、そのやっぱりスタートアップにとって一番の課題の一つって資金調達だと思

うんですね。それなりに調達の額っていうのはされてると思うんですけれども、やっぱりそ

こですごく頼りになってくる一つっていうのは、政府とか自治体とかの支援だったりすると

思うんですけれども、やっぱりそこの支援はいるのって、ものすごくアドミの業務的にもす

ごくスタートアップにとっては知識も負荷もないみたいなところがあって、最近知人がちょ

っととある自治体で、自治体のお金をサポートいただこうってしてたら、余りにも書類が大

変だったので、過去に１件も下りてないっていう初めての第１件として調整してほしいって

いうのを、ある県であったんですけど。 

〇東 委員  なるほど。 

〇竹村委員  例えばなんですけど、この大阪イノベーションハブを何か核として、そうい

った自治体連携での支援みたいなのが、日本で一番効率的に申請とか給付が得られるとか、

そこのコーチングとかしてもらえるとかって、ものすごいスタートアップには魅力だと思う

んですよね。なので、何かそういったコミュニティー作ってやってくぞっていうときの潤滑

油みたいなところも、今後ちょっと出すだけじゃなくて、やっぱりそのスタートアップって

いうリソースがないので、そこがものすごく慣例になってる。シンガポールなんかは良い例

だと思うんですけれども、何か驚くぐらい簡単にできちゃうみたいな。でも、その代わりア

カウンタビリティをきっちりチーム関西というか、そのオール関西でＫＰＩとかトラッキン
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グしてて、その人たちがちゃんと成功するように見守っていきますとかっていう、今までの

ものって結構、割とお金はあるけど、その後のトラッキングはそこまでされないみたいなも

のがすごく多かったので、逆にガチガチにその入り口のところでしてたのもあると思うんで

すけど、逆にその入り口は、もう少し簡素化するけれども、きっちりフォローをしていって、

フォローの状況で少し追加していくとか何かやり方を工夫すると、もう少し寛大にこういっ

た大学シーズとか、イノベーションがすごくレベルが高いけど、そんなにプライベートのＶ

Ｃとかがつきづらいっていうものにお金がつきやすい構造を、大阪を中心とした関西とかで

作っていかれると、かなり差別化になるんじゃないかなと思うんですが。東委員がその辺は

詳しくていらっしゃると思うので。 

〇東委員  淡路市のお手伝いをしたときも、ちょっと資金を交付金にしたんですよ、スタ

ートアップのときに。補助金というよりは、よほど使いやすいお金という。だから結構その

ただの一般的な２分の１補助というよりは、民間の投資をセットにして交付にするというや

り方にすると、先に手元いって、ある程度スタートアップの手続が大分楽に。それは逆に行

政ができる仕組みなので交付っていう。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  あの大阪市から、ちょっとそういうふうなお金出すっ

ていうのは、ちょっと今なかなか難しいところもあるんですけど。ただ、最近のＯＩＨでの

取り組みっていうのは国がやってます。持ってます、いろんな支援のお金です。ＮＥＤＯさ

んとかＪＳＴさんとか、そんなとこいろんな団体に集まってもらって、それぞれのお持ちの

補助金とか、そういうふうな支援するお金について紹介してもらうという。それをスタート

アップの方々に説明してもらうっていうのを、一斉にそういうふうな国の団体関係など集ま

ってもらって、それでこういうふうなところ、こういうのがありますよというようなことを

一斉に説明したことがございました。 

 ＮＥＤＯさんとかにお聞きしても、やっぱりなかなかその情報が知れ渡らないというよう

な課題が逆にあるようでして、自分たちもこういうふうなものを持ってるけれども、もっと

利用してほしいっていう。スタートアップの方は、なかなかそういうふうな資金の情報が入

ってこないというような、それぞれがうまくいくように、両方がちゃんとマッチングできる

ようにというような、そういう趣旨でやった取り組みにはなるんですけれども、成果のほう

は、ちょっとまだ把握できてないんですけれども、ただそういうふうなことで、こういうい

ろいろ国の関連の団体の方から、こういうふうな資金援助があるよといったようなことです

とか、それからそこでそういうふうな資金援助を受けて何かスタートアップが盛り上がって
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きたら、それはまたＯＩＨのほうでサポートをしていくっていうような、そういうふうな仕

組みができないかというふうにも、それも考えてます。 

 ちょっと今委員の方々からお話伺いましたところに、そういう取り組みちょっと一番我々

も、それを１回やっただけなんですけれども、これからもちょっとそういうふうな機会あり

ましたら続けていって、少しでもちょっとそういうふうな御指摘いただいたようなことに、

そういうふうな取り組みもやっていきたいと思っておりますので。 

〇東 委員  特に大学の方がよく御存じだと思うのは、NEDO とか含めてめちゃくちゃど

んどん面倒くさくなってまして、どんどん厳しくなってきてるんで、あれ我々のバックオフ

ィスでも、なかなか大変だぞっていうところが、スタートアップでできんのかっていう世界

に実は現実にはなっちゃってるんですよね。そこは逆に、そこの取れてからのサポートだと

か、誰に相談していいか分からん状況で、最後に相談していくっていうのもなかなか大変な

んです。 

○大阪市経済戦略局（唐谷課長代理）  一応ここの９ページです。９ページのこの３つ目

のところに研究開発型ベンチャーのための公的資金活用セミナーという、これで説明させて

いただいて、いろいろ書き方も説明させていただいた上で、ちょっと今部長がおっしゃった

ように、ちょっと。 

〇東 委員  使ってからの。 

〇竹村委員  そうなんですよね。 

〇東 委員  しまったっていうような、こんな使い方したら、一切見ないとか。 

○正城委員長  補助金を。 

〇東 委員  そうですね、書き方は、そろそろみんな慣れてきてるんですよ。取れてから

が、結構皆さんそれぞれ。 

〇正城委員長  資金面では、資金面っていうのか、関西だと金融機関がかなり活発に新し

いエビデンスとかベンチャーとかの支援のお金をされてますけども、そういうところは国系

に比べると、やっぱりその柔軟な対応をしていただけるので。 

〇東 委員  マッチング・・・ね。 

〇正城委員長  ええ、そうですね。そういうところも一緒に情報を流していただけるとい

いのかなと思います。このベンチャーを設立するとか、設立して間もないときにその専門家、

特に弁護士とか税理士とか会計士の方とかの要請っていうのは、ＯＩＨには来ないんでしょ

うか。一般的には、そういうところが繋がりが不足しているっていうので、情報を求められ
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ることが多いんですけども、それはもう既に民間で大阪の場合は充足してて、わざわざＯＩ

Ｈまで来ないのか、やっぱりそういう専門家人材の紹介みたいなリクエストはあるのかって

いうのは、それはどうですか。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  そうですね、先ほど先生仰ったその民間企業が持って

る資金の獲得に向けた情報提供みたいなことは、我々でもしてるんですけども、それを実際

に、その選定をするようなところでＯＩＨをどう使っていただくかっていうところについて

は、ちょっとまだこれからの課題かなというふうに思っています。 

〇正城委員長  了解です。 

○大阪市経済戦略局（木島係長）  肌感覚的には、お金がないから調達してからかなって

いう。 

〇正城委員長  先にそこっていうことです。 

○大阪市経済戦略局（木島係長）  ただ、すごい多いと思います。専門家の相談を受けた

方が、できるだけ初期で受けた方がいいよということだったと思うんですけれども、今して

る方の肌感覚は、やっぱりお金もないし忙しいから、何かよさそうだけど、必要そうだけれ

ど、ちょっと自分と距離があるとお考えの方がすごく多い印象です。 

〇正城委員長  なるほど。 

○大阪市経済戦略局（木島係長）  ＯＳＡＰの６０社の感覚でいうと、大体みんなそんな

感覚を持っておられるようです。 

〇竹村委員  関西には、そういう何か士業のかたとかは、何かプロボノで貢献できるよう

なネットワークはないんですか。 

○大阪市経済戦略局（木島係長）  そうですね、今立ち上がり始めているぐらいの感覚で、

その関西のベンチャーは大抵夜行バスで東京に行って、そういう士業の方の話を受けるとい

うような、そういう肌感覚がちょっと変わってきつつあるという。 

〇正城委員長  一応３士会という３種類の士業の会っていうのがあって、弁護士、会計士、

弁理士か何か勉強会みたいなのをされてらっしゃるんですけど、なかなか余り伝わってない

んですかね。 

〇東 委員  恐らく、多分これは大阪でも一時、特許庁と連携して評価聴取というのを特

許庁が担ってるんですよ。弁護士の流動性は、結構高まってきてスタートアップに移るよう

になってるんですけど、弁理士側は特に見えてないっていうことで、みんな特許庁がこれ問

題視していて、一番詳しい弁護士のかたや弁理士の方々、よほど大企業のほうがビジネスに
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なるので、そっちに出てきてないんですけど、これからその若い将来を目指す弁理士たちの

モデルとして、こういうスタートアップと連携するっていうのはありじゃないかっていう話

を、今特許庁が旗振りをしようとしてると。 

〇竹村委員  いいですね。 

〇東 委員  これは弁理士会と一緒にやりながら。これってやっぱり東京でも、なかなか

ちょっと難しくて、結局今一体どういう状況かっていうと、やっぱりスタートアップに詳し

い弁護士さんが、お抱えの弁理士に頼んでくるので弁護士⇒弁理士ルートってなってて弁理

士が表に出てないんですよ。それだけ少ないんですね。特に、テクノロジー系のスタートア

ップ、特に大学から出てくるとなってくると、かなりその部分の人材不足が取り合いになる

ので、今のうちから若い弁理士さんとかとスタートアップを、それこそコミュニティーは接

続させていってあげたほうがよくて。 

〇竹村委員  いいですね、なるほど。 

〇東 委員  ここ結構、一番残された士業の中でも流動性の一番低いところになってます。

ちょっと弁護士なんですけど。 

〇正城委員長  ありがとうございました。そろそろちょっとまとめに入りたいと思います

が、情報発信このアウトプットとアウトカムがありましたけども、アウトカムのほうがベー

スになるような感じかと思うんですが、確か情報発信は、もうちょっと待ってほしいという

ところがありましたが、他はいかがでしょう。例えば、プロジェクト創出で資料２によると

３年で２５億円の投資っていうのがありましたけども、結果を見ると３年で４８億ですか。

黄色はついてないですけど、相当上回ってるように思うんですが、これはここもアウトカム

がＡになっておりますけども、何か懸念があったんでしょうか。プロジェクト創出は両方Ａ

になってますが。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  今後の下のこの来年度の方針のところにマーカーで塗

ってるところが、この辺がもっとできたら。 

〇正城委員長  海外展開が。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  Ｓにつながったのになという、そういう事務局として

は、ちょっとそういうふうなニュアンスも込めて。 

〇竹村委員  なるほど。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  やや控えめに言わさせていただいてるんですけれど。 

〇正城委員長  そのほか、田中委員も含めていかがですかね。評価のところ。 
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〇田中委員  実際に投資を受けたということは、非常にいいことだと思いますし、実は行

政の資料だと、できなかったことが結構フォーカスされて、できなかったことばっかり言わ

れるんですけれど、やっぱりできたことにフォーカスするというのが、結構重要な思考方法

だとしていて。 

〇正城委員長  ですね。 

〇田中委員  やっぱりこの資料の中でこれができましたみたいな実績は、もっとアピール

してもいいんじゃないかなと感じました。以上です。 

〇正城委員長  ありがとうございます。そういう意味ではショーケース、Ｈａｃｋ Ｏｓ

ａｋａも長年続けられて地位を確立しつつありますし、今回も様々な活動をされて広がりが

出たということですが、共々集まってきたということで進んでるかと思いますが、いかがで

しょうかね。 

〇竹村委員  そうですね、私も１年前に比べると非常にその発信とかコミュニティーを作

っていくとか、よりコミュニティーに多様性が出たりとかプロジェクトのほうも、すごく質

が高くなってるような印象を受けるので。 

〇正城委員長  そうですね。 

〇竹村委員  そういう意味では、非常に確実に実績を積み上げられているなというふうな

印象を受けております。 

〇正城委員長  ありがとうございます。東委員も概ね、そういう感じでしょうか。 

〇東 委員  そうですね、我々も今だったら結構、相談に来られても取りあえずＯＩＨ行

っときなよっていう無茶振りができる組織になっていたという感じでは。紹介できる先にな

ったっていうのは、結構重要だと思いますし。 

〇正城委員長  私自身は、ちょっと日本の他の地域をよく知らないんですけども、その大

企業との連携っていうのが、新しいプロジェクトからスタートアップが凄くできるっていう

ところは、ひょっとしたら特徴かなという気もするんですけど。 

〇東 委員  それは大きいですね。 

〇竹村委員  うんうん、そうですね。 

〇正城委員長  それは、やっぱり東京はさすがに多いとは思うんですけど、東京は除いて

そこは強みといっていいでしょうかね。ちょっとほかの委員の方の御意見を伺いたいんです

けど。 

〇東 委員  そうですね、そこは結構行政が、そこをちゃんとアレンジしてるっていうの
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は結構ユニークだと思いますね。東京は放っててもできますし。 

〇正城委員長  そうですね。 

〇東 委員  行政管理をする必要も、もうそんななかったりします。 

〇竹村委員  そうなんですね。東京は、もうエコシステムが結構たくさんあるので、ちょ

っと特殊事例という感じですよね。 

〇正城委員長  はい、大阪は、まあ三大都市圏の中で、正にここ数年ベンチャー、スター

トアップが盛り上がってきてるとこなんで、候補を上手く繋いでもらえるのかなというふう

に思ってます。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  大阪の場合は、やっぱり大阪市というのが、やっぱり

看板が出たほうが、やっぱり大企業も入ってきやすいようなところが、やっぱり色々やって

て感じまして、だからそこら辺は行政がやっぱり出ていくところと、民間だけでもうお任せ

するところというのを、私どももやりながらこれはこういうふうにしよう。これはこういう

ふうにしようというのを、ちょっと試行錯誤みたいな形でやりながらやってるんですけれど、

ですから大企業との連携の時は、やっぱりちょっと今の段階では，大阪市っていうのもやっ

ぱり全面に出たほうが、色々、賛同が出やすいようなところがあります。その辺は、当面そ

ういう方針でやっていきたいと思っております。 

〇正城委員長  はい、ありがとうございます。 

〇竹村委員  一つオランダとＧｅｔ Ｉｎ ｔｈｅ Ｒｉｎｇでしたけど、組んでらっし

ゃるというか、ああいうのはすごく着眼点だなというふうに個人的に思ってまして、そのど

うしても何かシリコンバレーなのか、皆さんそっちに行きがちなんですけど、やっぱりこれ

から東欧とかもすごく面白いですし、オランダみたいな本当に彼らも海外がないと生きてい

けないみたいな国なので、そういった国エストニアとか、これから面白いと思うんですけれ

ども、そういった何か小国で海外と連携しているみたいなところと、何か大阪が密にタイア

ップしていくっていうのは、違うちょっと特徴を出していくっていう意味では、非常に面白

いんじゃないかなというふうに思います。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  そうですね、正に御指摘のとおり誰が見ても先進

地と言われる以外のところです。幸いその大使館、総領事館とかＪＥＴＲＯとかに、そうい

うふうなところを通じて、やっぱりたくさんの方がこちらに視察に来られたり、イベントの

共催に来られたりするんですけど、そんな中で、あっ！こういうところ全然有名じゃないけ

ど、正にこの地の利を生かして文字どおりハブとして機能してるんですねとか、本当にマー
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ケットは小さいけれども周辺、近隣諸国からたくさんこう人や資金が集まってるんですね。

そういう発見をすることが、すごく多くなってるんで、ちょっとそういうところにも習いな

がら効果的に連携できたらな、とは思っております。 

〇正城委員長  ありがとうございます。では、いただいた意見をそのコメントのところに、

ちょっと事務局のほうで整理いただきたいと思いますが、今日はまだ３月分が入ってないと

いう段階ですが、段階別評価としては、情報発信は恐らくこのとおりだと思うんですが、そ

れ以外についてはＳに上がる可能性もあると。全部がＳということでは、今はないかもしれ

ませんけどもという形で、今日はおおむねその方向だったということで終わらせていただき

たいと思いますが、最初にありましたように、また３月末の分をもって皆さんに、最終の御

意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。どうもありがとうござい

ました。 

 それでは、次の議題に移りたいと思いますが、議題に大阪イノベーションハブ（ＯＩＨ）

を拠点としたグローバルイノベーション創出支援の基本方針の策定についてということで、

これから新しい年度からの目標、基本方針について。まずは事務局から資料に基づいて御説

明をお願いいたします。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  それでは、資料５に基づいて説明差し上げます。 

 これまで３年間が２期です。合計６年間やってきての改定なので前期、直前の３年間です。

今年度を含む３年間の概要と、あとは達成状況。それから現時点での課題。そして今後の方

向性と、こういったものを盛り込んだものにしております。現行とは、少し前書きの説明的

な部分が長かったので、その辺を少し削ってすっきりさせております。 

 それでは順番に御説明いたします。まず、１番目の背景のとこなんですけども、こちらは、

まずこれまで６年間取り組んできたことを、平成２５年４月に開設しまして、実績二つ挙げ

てます。５行目です。６年間で２７６件のプロジェクトを創出・推進支援しました。 

 それから６５億円を超える投資資金を調達しましたと。その結果大阪・関西におけるイノ

ベーションエコシステムの構築に一定の役割を果たしてきてますよと。 

 それからもう一つは、産業構造、社会的な変化です。その下のところに下線も引いており

ますが、第４次産業革命であるとか、あとはＳＤＧｓです。こういったことも踏まえた活動

に入りますと。 

 それから大阪での動きなんですけれども、さらにその下に２０２５年の万博。それからう

めきた２期の開発。具体的には２０２４年に先行の街開きが予定されておりますが、こうい
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った大きなプロジェクトが予定されております。こういったことも背景として押さえていか

なければいけないことというふうに考えてます。 

 それからその下２番目です。前基本方針、前というのは現行のものです。今年度末までの

基本方針の概要と達成状況ですけれども、理念です。理念は多様な人々が、オープンマイン

ドで、フラットな関係でつながりますと。 

 一つ目の概要ですけども、「世界に通用するイノベーションのエコシステムをつくる」こ

ちらは、大阪・関西を強みを持った一つの地域、エリアとして見ておりまして、大阪から直

接世界を。あるいは世界から直接大阪に人や資金が移動をしますと。そういったことを理想

にしております。 

 すいません、ちょっとその下は文字が長々としておるんですけれども、次いかしていただ

きます。めくっていただきまして、産学官それに金を入れた連携ネットワークを強固にいた

します。 

 それから民間主導の運営体制を構築しますと。こちらは行政の役割と民間主導の取り組み

であることを明記しております。その下（２）の目標とその達成状況、これは２月末現在の

実績ですけども、３種類の目標を掲げております。こちらは、まずＯＩＨに参画。それから

つながる人数。こちらは１５万人に対して２０万人を超えております。 

 それから平成３０年度のピッチイベントの開催です。こちらも３月を合わせると達成する

見込みになっております。それから、これがプロジェクトの創出・推進支援。それから投資

を受けた金額。こちらについても大きく、ちょっと先ほどの主な取り組みでも触れましたけ

れども、大きく目標を上回る状況になっております。 

 それから①、②、③とありまして最後の文書です。上記の達成状況に～から始まる文です

けれども、数値は達成いたしましたし、ＯＩＨの認知度も上がりました。それからイノベー

ション・エコシステムなんですけども、こちらも大企業とか大学との連携も進みまして、大

阪市とか、あとＯＩＨっていう拠点のレベルでもそれは進行したと思いますし、あと国や地

方のレベルです。こちらでも、例えばその経済産業省のＪスタートアップの取り組みとか、

近畿経済産業局の関西ベンチャーサポーターズ会議立ち上げとか、こういったような動きも、

かなり追い風になって進展していると考えております。 

 それから３番の現在の課題ですけども、まず（１）番目「これまでのＯＩＨの取り組みか

ら得られた課題」これは参加者の拡充です。エコシステムの強化と。これは、やはりまだま

だ参加者が限られた層にとどまっていて、まだまだこの発掘しきれてないと。繰り返しにな
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りますけどもイノベーションの厳選でありますダイバーシティです。多様な人材の確保と。

あとクリエイティビティです。この辺のところは今後の課題かなというふうに認識しており

ます。 

 次のページをご覧ください。（２）番です。「大阪・わが国のイノベーション創出に関わ

る課題」と。白い丸が３つございまして、上の二つは産業や社会の構造の変化に対応しなけ

ればならないということを書いております。 

 それから下の白い丸は、これ繰り返しになりますけれどもオープンイノベーション。オー

ル大阪・関西で機運を醸成していき、その中で文字どおり大阪・ＯＩＨが、このハブになる

ようにしていかないといけないというふうに考えております。 

 それから最後４番の「今後の方向性」なんですけども、大きく３つです。書いております。

一つ目がコミュニティーやイノベーションエコシステムの充実強化です。 

 それから②のところです。これはより多くの参画者を引きつけて、それをうまく発信して

いこうと。③番目は、この万博とかうめきた２期とか、こういった大きなプロジェクトを、

このチャンスを最大限に活用しないといけないと。あとＯＩＨの初の成功事例ですよね。こ

れが幾つも生まれている状態に持っていけたらいいなと。 

 それから多様な人材が参画する。協力なエコシステムができていること。それを明確に世

界に発信している。できている状態、そういったことを万博とか、うめきた２期の開発前に

想定して取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 最後のページ。基本方針の期間です。こちらはまた来年度、今年の４月から３年間で、ま

た３年目に見直しを行います。 

 最後に基本方針の目標でございます。こちらも参考実績も同様に今年の２月末現在の数字

でございます。まず、ピッチイベントですけども、少し増やしております。基本週１回は、

平均してピッチが行われている状態ですけども、それぞれ少し回数を減らして３年間で１６

５回というふうにしております。 

 それからプロジェクトの創出・推進支援の件数。それから投資を受けた累計額です。こち

らについても、それぞれ増やし高く設定しております。特に投資額のところでしたら、現行

の方針でいきますと、３年間で２５億円なんですけども、そちらを倍増させております。 

 ③番目です。「既存企業や大学などが参画するＯＩＨパートナー会員」こちらはベンチャ

ーを中心としたプレーヤー。それからパートナーを合わせて最近 1,000 者を超えたわけなん

ですけども、プレーヤーと同じぐらい重要なのがパートナーでございまして、こちらも大
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阪・関西さらにはそこから広げる形で、まだまだ参画者の発掘の余地があるというふうに考

えておりますので、これを一つ３年間で１００者を純増させたいというのを目標に掲げてお

ります。 

 最後です。グローバルイノベーション創出支援事業という名前にしておりますので、やは

りそのグローバル展開のより具体的な成果として、海外事務所の開設であるとか、海外企業

との提携件数であるとか、こちらを具体的に盛り込んでおります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇正城委員長  はい、ありがとうございました。参考資料は、これはいいですか。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  すいません、これは、こちらはちょっと言葉で書

いておるんですけども、これ出来上がるときには参考資料といたしまして大阪の成長戦略と

か、あとは大阪市の経済戦略局の運営方針とか、各種統計数字です。こちらを分かりやすい

ように掲載する予定しております。 

〇正城委員長  分かりました。はい、ありがとうございます。では、これから３年間の非

常に重要な基本方針について御意見をいただきたいと思います。 

 まずは、その背景とか、今年度までの３年間の実績を踏まえた上で、本構成というのを記

載いただきましたが、どこからでも結構ですので御意見等々をお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。先ほど田中委員からも御指摘あったように、３年間の実績をその課題だ

けじゃなくて、できたところもきっちりアピールしたらどうかということで、２ポツ目の前

基本方針の達成状況のとこには、少し書いてもらっているというような認識でよろしいでし

ょうかね。 

 課題のところで、大企業の参画を進めるということが（１）一つ目の丸のところに書いて

ありますけども、その前に「参画者は限られた範囲にとどまっており」っていうのは、そう

なんでしょうか。例えば、こういったところにアプローチはできているが、さらに若者と大

企業というようなことを、本当に何かずっと限られてるのかっていうような、ちょっと後ろ

向きな表現だったので気になったんですけど。 

〇田中委員  ちょっとよろしいでしょうか。 

〇正城委員長  はい、お願いします。 

〇田中委員  この３年ぐらいは、結構大阪の大企業の経営者の方に入っていただいて、い

ろいろ交流イベントなんかをさせていただいたんです。明後日も関西ブリッジフォーラムと

いう同友会さんがされている我々であるとか、スタートアップの起業家であるとか、あと大
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企業のいわゆる経営者の社長、会長が入って交流をするというふうになって、非常に一定の

効果は出してるんだろうと思います。一応メンターとして大企業の経営者じゃなくて、メン

ティとしてメンタリングを受けるほうとして私どもであったりだとか、スタートアップが来

てるんですけれども、何か話聞きますとメンティよりもメンター希望の大企業の経営者のか

たは多いということになりますね。 

 むしろ「メンターをしてる側がメンタリングをされてるようだ」という明言を残されてた

りもします。そういった意味で、ここには余り触れられてないんですけれども、参加者とい

う観点でいうと、大企業の経営者であるとか、大企業のコアな人たちをもっと巻き込んでい

くというのを、選択肢に書き込んでもいいんじゃないかなと思います。今すでにできてます

し、これ自体をすごく大きな価値にしていくというのは、非常にありなんじゃないかと思っ

てます。企業って経営者から変わらないと変わらないので、今後大企業がそのようだったら

潰れてしまうというのは明確なんです。緩やかに関西の大企業は潰れていくよりも、今経営

者が入ってきて、大企業の若い社員も含んでくれる。この関西のエコシステムから育ってい

けば、かなりパワーになるんじゃないかなと思ってます。以上です。 

〇正城委員長  はい、ありがとうございます。多分、田中委員も私も同じ方向だと思うん

ですけど、要するに、そこが今まで失敗していたっていうことじゃなくて、今まである程度

できつつあってかつ大阪ベンチャーサポート宣言とかされたりしている中で、この機会、チ

ャンスが非常にあるような土壌だと思うんで、これもやってきたことやチャンスを利用して、

さらに大企業をアプローチするっていう話だったら、分かるかなと思います。今後について

は、御指摘があがってるように、ようやく今年度出てきたっていうところだと思うんで、そ

こはより強化をしないといけないということだとは思います。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  分かりました。ちょっと。 

〇田中委員  ちなみに、よろしいでしょうか。 

〇正城委員長  お願いします。 

〇田中委員  万博が近づいているというのは、非常にチャンスだというふうに思ってます。

万博のキャッチが何でしたっけ。いのち輝く未来社会か何かでしたよね。何かに書いてまし

たけども、それで一度は大阪市内のいろんな大阪市商工会議所とか同友会の方からヒヤリン

グさせてくれということでいらっしゃってるんですけれども、やっぱりキャスティングボー

トを握っている５０代、６０代、７０代の方が命輝く生活をするっていうのが、一番重要な

んじゃないかなと思ってるんですね。万博に当たって、さあこれから大変だ！みたいな雰囲
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気があるんですけれども、せっかくであればこれチャンスなので、楽しんで若者も年上の

方々も進めていくにちょうどいい３年間になるんじゃないかと思います。なので、万博を楽

しんでみんなで作るというのをイノベーションという観点で語られるようにしていくべきだ

と思いますし、ただ役所の人たちも万博まで大変だ！大変だ！ってこれからなると思うんで

す。それよりは、せっかくのチャンスですんで、多分もう二度とないチャンスだと思うんで

すね。なので、それを楽しんでいくという雰囲気作りもやっぱりここの中に入れていくとい

うことが重要かなと思っています。 

 あと、やっぱり心理的安全性の高い職場がチームとして成果を上げやすいなっていう話あ

りますけれども、どうしても肯定ファーストよりも否定ファーストみたいなところが世の中

あるんですけれども、全てのことを受け入れていくのが、創造自体を基本方針としてやって

いく。なので、チャレンジをしようっていうのは、よくあるんですけれども、とにかく少々

の失敗が役所であったとしても、市民の間であってもスタートアップで少々失敗したとして

も会員で受け入れていこうみたいなことが基本方針に入ってると、すごく斬新な気がいたし

ましてコメントさせていただきました。 

〇正城委員長  はい、ありがとうございます。どうしても行政の方針だと固いところにい

て、内容面としては今おっしゃっていただいたようにチャレンジしていかないといけなくて、

その姿勢を踏まえた行動をしてないと、そもそも、もともとやりたかったことに辿り着かな

いのではあるので、非常に難しいところだとは思うんですが、そこはちょっと是非工夫をし

ていただければ。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  はい、ちょっと今いただきました御意見、先ほどの委

員長の発言も含めまして、ちょっと表現を工夫させていただいて、また送るときには、ちょ

っとそこら辺も反映さした形でお送りさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

〇正城委員長  今の点で、他の点いかがでしょう。 

〇東 委員  あと、ちょっとこの手の大体大企業とかで、いろんなものが出てくるんです

けど、ここに役所の方はもっと出てきてほしいなと思ってまして、今結構、霞ヶ関でもいろ

いろ言われてますけど、若手プロジェクトとかって最近、総務省の若手連中がそうなんです

ね。いろいろと彼らがまとめてるみたいなんですけど、やっぱりこれから２０、３０代のパ

ブリックな若者たちが自分たちの行政を、都市経営するみたいなコミットメントを置くんで

あれば、もう少し若い行政職員もどんどん入れてっていう。最近、霞ヶ関周辺で、各地方自

治体の若手を集めてやったんですよ。 
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〇竹村委員  ありますね、はい。 

〇東 委員  やっぱりすごい自分たちの、やっぱり都市経営のことを考えられてますし、

それは民間とは違う視点なのでそこに対して、大企業のリバースピッチはありますけども要

素はあるかっていう話もありますんで、特に大阪の場合は、皆さんよく言われてる事業費余

りないじゃないですか。結局作業経費とか、従前した経費見てもそんなないですから、他の

とこと比べて。かなりやっぱり行政手法で限界がきてるっていうのは、皆さん思われてると

こなんですけれども、そういうところをスタートアップと一緒に解決するという、いわゆる

Govtech とか言われますけれども、やっぱりそこをもうちょっと入れやすいエリアではない

かなと思ってます。 

 でも、ほかの自治体とかを見てると、やっぱりこれだけ大きな自治体で事業費は、なかな

か捻出しにくいところって珍しいというと。 

〇竹村委員  そうなんですね。 

〇東 委員  課題だらけっていう結構やっぱり社会保障が膨らみすぎてるので、だからよ

く大阪でかくていいですねとか、お金あるからいいですねって言われても、作業資金ないじ

ゃないかっていう、実はそういうところが結構新しくスタートアップがパブリックサービス

をやっていくところのビジネス的にどうやるかっていう良いテーマになるというふうに思っ

てます。 

 それもあって街をあげてって書いてらっしゃるんで、そういう視点でやっぱり大阪市の都

市経営を、みんなで考えましょうっていう観点で行政の方も広くこういうところからＯＩＨ

で出てきて募集するというのから、かなりニューヨークとか、それやってますよね、今は。

ああいうところでやって大阪ぐらいの行政がどんと出て一緒に街を作りましょうっていうメ

ッセージは大きいと思います。 

 ちょうどあと３年、先ほど田中委員も仰ったように、万博の準備の中継地的な戦略になる

ので、やっぱり「いのち輝く未来社会のデザイン」ですかね。それがテーマなんで、大阪か

らそういう新しいメッセージを万博のときに出せるように何にするかっていうのが一つテー

マかなと。そうすると、このイノベーションの今の評価資料のＫＰＩは、ずっとこのままあ

る程度延長をされて書かれてるのはいいんですけども、一つ前に何かすごい話題になったの

が幸福とか何かそういう話題もなったかもしれませんけど、大阪に住んでて何かいいですね

というような指標もそろそろ入れだして、何か大阪に来ると楽しいねとかってイベントの回

数とかではなくて、どっちかというと精神的な満足度とか。この前さっきまで阪大病院に行
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ってたんですけど、やっぱりこう万博があって、いのち輝くって言ってるんだったら、認知

症のかたも幸せに過ごせるとか、そういう価値をどう出すかっていう、やっぱりお互いが介

護疲れとかなってくるんじゃなく、それぞれの人がそれぞれの疾患を持ちながらも豊に暮ら

してるっていう、そういうことが提示できないかっていう一つの例です。 

〇正城委員長  はい、ありがとうございます。竹村委員どうぞ。 

〇竹村委員  ちょっといただいた話に繋がることなんですけど、万博をどのようにイノベ

ーションのオープンイノベーションの拠点としてテストベッドとして活用をしていくのかっ

ていうところが、ここに書くことではないのかもしれないんですが、何かせっかくダイバー

シティやクリエイティビティを高める取り組みっていうふうに書かれているのであれば、何

か期待されるとか、割りとさらっと書かれてるんですけど後期になるとか。もう少し何かこ

のダイバーシティやクリエイティビティを高めるみたいな意思を、この万博のところにも反

映されてもいいのかなというふうに思いました。何かやっぱり仕組み、今度、京都でハルシ

オン・ハウスっていうワシントンＤＣで、ずっとやられているスタートアップのインキュベ

ーションをレジデンス型でやるっていう仕組みが、今度日本に京都でオープンするらしいん

ですけど、日本の場合は、そのいろいろ考えられた結果、やっぱり大企業の中でイントレプ

レナーをできる方を集めようっていうことで、その８社ぐらいの企業から、その起業家マイ

ンドのある社員の方が参画されて、４カ月ぐらい一緒にレジデンス型で住まれてお互いにこ

う双迫していくみたいなことを、何かアートとか音楽家の方とかも同じ場所に住んでみたい

なことをやられるそうなんですけれども、何かそういったものとかも実験だと思うんですが、

せっかく万博があるのであれば、何かちょっとそういう新しいより深くごちゃ混ぜが起きる

仕掛けみたいなのを、何か誘発されていくと一過性のイベントではなくて継続するダイバー

シティのあるコミュニティ。粘着力のあるものっていうのが幾つも生まれていって、そこが

自立的にダイバーシティのある方で進展してくれるっていう、何かそういった何かイメージ

が私の中で今出てきたんですが。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  まだ今の時点では、その万博のこのやることが決まっ

て。何をどのようにっていうところが、恐らく来年度以降の話なので。 

〇竹村委員  はい、そこの多分プロジュースをせっかく今までの御経験があるので。 

〇東 委員  そうそうＯＩＨで。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  だからその辺りを、ちょっと今の時点ではなかなか見

えない部分があったので、こういうちょっと抑えた言い方になっているっていう部分も、実
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はありまして。 

〇竹村委員  だけど何かその辺の意思は反映されてもいいのかなという気は。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  そうですね。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  今ちょっと我々のほうで考えているのは、先ほども資

料４のほうで説明ありましたが、オープンイノベーションの取り組みというやつで、イノベ

ーションエクスチェンジと呼んでるやつで、大企業とスタートアップの連携できる機会をと

にかく増やしていきたいなというふうに思ってまして、それによって更にスタートアップが

いろいろ集まってきて、それでまた新しい連携が生まれていくっていう、そういうことがで

きないかって、そういうことをまず万博に向けて盛り上げていきたいっていうふうに、盛り

上げに繋がらないかいうのを。 

〇東 委員  できたら、そこに大企業とスタートアップ等を、そこに結構パブリックの要

素を入れないと、多分次に大企業とスタートアップって出てはきてるんですけど、次どうや

ってこう一緒にパブリックリーチかけるかみたいな世界で問題になってまして、今。東京都

とも、実はその話もしてるので、実は。東京都もどっちかというか完全に民間に回っちゃっ

てるので、それで出来てきてるんですが、東京都の行政からいきましょうって言った瞬間に

パブリックが断絶されてたので、どう接近したらいいかっていうそこの距離感を縮めようと

してまして。 

 何かっていうと、最後は街づくりになってるんですよ。やっぱりスタートアップがやっぱ

り解決しないとことは、最終的にはソーシャルイシューになってくるので、パブリック的な

とこを入り込まざるを得ない。特に医療とかになってくると。そこってやっぱりパブリック

のピースが欠けていて、実は大企業もこの辺、若干困ってるんですよね。やっぱりもともと

のパブリックの調達関係ではなくて、一緒に地域をよくしようっていう観点でいくと、やっ

ぱりこう行政とのこれとこれをどう合わすかみたいは話が出てきてるので、実はそこにパブ

リックが入るとできることが、かなり増える。それをうまくやってるのが今、福岡なんです

よね。完全に産官学に市民もくっついて、パブリックが旗を揚げると一体化するみたいな、

それが結果ブランディングにもなってるという話なので、多分次の３年間には、そこのパブ

リックとの関わりで、どれだけパブリックが入った関与したプロジェクトが作れたかとか、

もう一つチャレンジしても面白い領域かなというふうに。特に「今いのち輝く～」となって

くると、もう住民生活の話なので自分の生活のマネージってパブリックの業務ですから、民

間の業務というよりは。 
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○大阪市経済戦略局（馬越部長）  はい。 

○正城委員長  はい、ありがとうございます。もう少しの時間。田中委員また、他にあれ

ば。今のに関連して何かございますかね。 

〇田中委員  はい、大丈夫です。 

〇正城委員長  はい、ありがとうございます。ちょっとその基本方針について、もう少し

これまでの実績なり、チャンスを踏まえて前向きなチャレンジしていく姿勢が分かるような

書きぶりといいますか。大きなところは特に御意見なかったと思いますが、そういった方向

性というかお出しいただくということで進めたいと思いますが、時間ないですけど。前の基

本方針で理念って書いてあって、多様な人々がオープンマインドでフラットな関係でつなが

るっていうのは、スパッと書いてあるんですけども。 

〇東 委員  すぱっと。 

〇正城委員長  新規の３年でも何かこういうのがあると。ダイバーシティは項目には入っ

てましたけどとか、チャンスとかチャレンジとか何かそんなような感じかなとは思うんです

けど、今日の御意見というのは。これ自体はすごくいいですよね。 

〇竹村委員  １点だけいいですか。先ほど東委員から市民っていうお話が出たんですけど、

そのどうやって市民のこういったものに対する重要性の意識を高めたりとか、楽しい形で参

画してもらうかっていうのは、すごく大切だと思うんです。そこもやっぱり万博とかをうま

く活用できるのかなというふうに思うんですが、余りこういった活動とか知らなかったりし

て、ちょっと人ごとなんですよね。 

〇東 委員  ほとんどね。 

〇竹村委員  いや、人ごとじゃなくて大阪の未来を産業を作っていくようなことをやって

るんだよっていうふうに説明すると、あっそうなんだっていう感じではあるんですけれども、

やっぱりどうしてちょっとスタートアップの世界ってただ無心になりがちなので、大阪の場

合中小企業もすごく多いと思いますし、そういったこう市民の意識っていうか認知度とか関

与度、関与度マインドっていうんですか、そこが上がってくるとそのパブリックが入ってき

たときにすごくいいものになってくる。 

〇東 委員  そうですね。 

〇正城委員長  前回の委員会でも、なぜ大阪でやってるんだとか、ストーリー性とかって

いう話が、多分いろいろ出たと思うんですけど何かそういうのがあると伝わりやすいように

思いますね。どうしても大学とか実際に考えると、あれも入れないといけない。これも入れ
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ないといけないって入ってないものに対するエクスキューズができないようなところがあり

ますけど、スパッと一つ出していただいて、いや、それでも他でも呼べるんですよっていう

ような寛容的な姿勢でメッセージ性を出していただいたらいいのかなとは思います。 

 では、この議題は皆さんよろしいでしょうかね。今後の取り組みについて、っていうのが

議題に入ってますが、もうほぼ今までのを踏んで終えてますでしょうかね。特に付け加える

ところは事務局ありますか。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  これにつきましても、万博とかでいろいろ御意見をい

ただきましたけれども、万博とかうめきた２期の開発があるんで、これをこういう機会があ

るので大阪をこれから変えていこうという、正にいただきました趣旨そのものだと思うんで

すけれども、そういうことを前提にこちら事務局としては資料を作っております。ちょっと

まだまだ私どもも、そこまで計画、度胸がなくて今日も御指摘いただきました内容を基に、

もう少しどういうふうにできるのかというのは検討をしていって、またお送りさせていただ

きますのでよろしくお願いします。 

〇正城委員長  はい、よろしくお願いします。では、議題が３まで終わりましたのであり

がとうございました。冒頭事務局から御説明がありましたように、今年度の評価については

後日３月末の時点の確定した数値と、本日皆様からいただいたコメントを記載した案という

ような形で送付していただきますので、各委員御確認いただきまして、その時点で追加のコ

メントとか御意見があったら事務局にお送りいただくようにお願いいたしたいと思います。 

 その上で、改めて最終の最終という形で、事務局でまとめていただいた分を、私の委員長

のほうで確認をさせていただきたいというふうに思いますが、その点、各委員の方よろしい

でしょうか。 

〇竹村委員  はい、よろしくお願いします。 

〇東 委員  お願いします。 

〇田中委員  はい、よろしくお願いします。 

〇正城委員長  では、議題１については、そのように進めさせていただきます。 

 議題２につきましては、これはこの評議会としましては、今意見をお伝えするということ

で、あくまでも大阪市さんが作られるという話でございますけれども、私の方で最終案を確

認ということですけど、先ほど。よろしいですか。 

○大阪市経済戦略局（馬越部長）  はい、それで結構です。 

〇正城委員長  分かりました。では、今日皆様からいただいた御意見で反映できるところ
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が反映されてるかということを私のほうで確認させていただきまして、最終的には大阪市さ

んとして作られた更新として、５月頃をめどに書面で御報告いただくということでお願いし

たいと思います。 

 それでは、本日の評議会は以上です。皆様、ご協力をいただきましてありがとうございま

した。 

〇田中委員  ありがとうございました。 

〇竹村委員  ありがとうございました。 

〇東 委員  ありがとうございました。 

〇正城委員長  事務局、最後何かあればお願いします。 

○大阪市経済戦略局（柳内課長）  長時間にわたり誠にありがとうございました。 

 本日は以上となります。引き続き本市の施策に対しまして御協力をいただきますようよろ

しくお願いいたします。どうもありがとうございました。 

〇正城委員長  ありがとうございました。 

〇竹村委員  ありがとうございました。 

〇東委員  ありがとうございました。 

〇田中委員  ありがとうございました。 

 

閉会 午後３時３０分 

 


